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1 .  研究概要

実験室実験は 現在実験室がな い為， 中 断 し て い る 。
こ れ迄の継続 と し て 現在行 っ て い る も の を 以下簡単
に 列 挙す る 。

1 ) K 式検査 の 出 版準備 ( 共同研究 )
20年来使 わ れ て 来た data を も と に な さ れ た 生沢

の latent analys i s ， 通過率等の結果か ら ， K 式検査
を 公刊 す る 為の最終的 な 見 な お し を し よ う と す る も
の であ る 。

2 ) Myer Br iggs Type Indi cator 

日 本で使用 す る 為の標準化 と 妥 当性の検討 と と も
に ， 心的諸機能 と の関連 を 調べ る こ と も 併行 し て，
data 収集 と 分析 を 続け て い る 。

3 ) 重症児 ( 者 ) の発達測定
療育上重要な 発達指標 を と ら え る た め の基礎研究。
4 ) 障害幼 児の group work 

幼 児集団の遊戯過程， 母親集団 の 相談過程の分析
研究。
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1 .  研究概要
1 ) 須藤 : 多項式お よ び無限級数で表 わ き れ た 方

程式の根の逐次近似法に よ り 求め る 過程に お い て，
収束の情況お よ び誤差の研究。

連立一次方程式系お よ び行列 の 固 有値に つ い て，
逐次近似法の過程に お け る ， 収束の情況お よ び誤差
の研究。

2 ) 白 井 : 論文の 1 ) は 導手概念の拡張に よ り ，
Frohl i ch の結果 ( 1954 ) を 最終的 な 形 に ま で， す
な わ ち 代数体の Galo i s 拡大に ま で拡張 し ， 応用 と
し て不分岐類体塔に 関す る 有名 な Golod- Shafare-
vich の結果 ( 1964 ) を tamely ram i f i ed な 塔に ， 更

に Shi rai の結果 ( 1975 ) を 分岐 の あ る 一般の塔に
拡張 し た も の であ る 。 恐 ら く こ の論文の主結果は，
Prìnc ìpal genus theorem の拡張 と し て も 最終的な
も の と 思わ れ る 。 論文の2 ) は 抽象的な Hi l bert の定
理90の 2 進数体に お け る detai l ed vers ion であ る 。

今年度 の 結果は 学会発表の 1 ) ， 2 ) 及 び、有限Abel
群の representat i on group の Schur mul t ipl i cator 
の決定であ る が， こ れ ら に つ い て は 次 回 に 触れ た い 。

依然 と し て 私の興味の 中心は 有理数体上のclass
2 拡大に お け る 分解法則 の決定であ る が， し か し 今
の 所 そ の解決の い と ぐ ち す ら 見出 し て い な い 。
2 .  学会報告

1 ) 白 井進 : 有理数体上の 巾 零 clas s two ext en­
s i ons の Galo i s 群に つ い て 1 ， II . 日 本数学会

代数学分科会， 1978， 1 0 . 東京 .
2 ) 白 井進 On the central ideal c lass  group 

of cyc l otom ic  f i e lds. 日 本数学会代数学分科会，
1978 . 10 ， 東京 .

3 .  刊行論文 ・ 著書等
1 ) Shi rai ， S. : On the cent ral c lass  f i eld 

mod m of Gal oi s extens i ons of an algebrai c  num-
ber f i e ld. Nagoya Math. J. 71 : 6 1 -85 ，  1978 . 

2 ) Shi rai ， S . : A remark concern ing the 2-
adi c  number f ie ld. Nagoya Math. J. 71 : 87-90 ， 
1978 . 
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1 .  研究概要
1 ) 林 ・ 田 村 : メ ス パ ウ ア効果に よ る 金属微粒子

の研究
目 下金属 Fe 微粒子の格子振動 を 調べ て い る 。 現

在 ま での結果では， 粒径が 100 A よ り 大 き い粒子 に
お い て は ， バル ク に 比べ て 振動数分布に 重要な変化
は な い と 考 え ら れ る 。

上記の実験 中， こ れ ま で一般に 考 え ら れ て 来た 臨
界粒径 ( 粒子がこ の粒径 よ り 大 き い場合に 完全な メ
ス パ ウ ア 効果が起 り 得 る ) の 考 え 方 に 疑問が生 じ た 。
こ の 問題 も 追究す る 。

2 )  林 : ペ ロ ブス カ イ ト 型複合酸化物の相転移に
対す る 応力 効果の研究

低温に お け る 2 軸性応力 発生装置 を 作製 し て S r
Ti 0 3 の 1 10 K 転移の応力効果 を 測定 し ， 相転移の引
金 と な る 振動 モ ー ド と 相転移に 伴 う 格子歪 の 聞 の結
合定数 を 決定 し た 。

目 下， 広範囲 に 使用 き れ て い る 圧電材料 P Z T 系
固 溶体 Pb Zr .. Ti 1- .. 0 3 の 強誘電相転移 に 対す る 静
水圧効果 を 高圧領域で測定 し て い る 。 こ の 系 は 高温
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